
て
い
る
。

ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ビ
ン
ゲ
ン
は
十
二
世
紀
に
生
き
た
尼
僧

で
、
女
医
、
神
秘
家
、
博
物
学
者
で
も
あ
る
。
彼
女
に
は
い
く
つ
か
の

著
作
が
あ
る
が
、
そ
の
な
か
の
「
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
則
の
解
説
」
で
健

康
に
つ
い
て
の
要
件
と
し
て
、
生
活
の
規
律
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

内
容
は
ロ
○
口
目
目
国
房
に
似
た
よ
う
な
項
目
と
な
っ
て
い
る
。

三
、
治
療
学
か
ら
の
看
護
学
の
分
離

医
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
「
治
療
学
総
論
」
に
相
当
す
る
科
目
は

な
い
。
診
断
学
は
あ
る
が
医
療
の
最
終
目
標
で
あ
る
〃
患
者
の
病
か
ら

の
解
放
と
社
会
復
帰
″
の
手
段
で
あ
る
治
療
に
つ
い
て
、
そ
の
総
論
を

学
問
と
し
て
体
系
化
し
た
著
書
は
皆
無
に
近
く
、
学
と
し
て
の
治
療
学

と
そ
の
体
系
化
を
望
む
声
も
聞
か
れ
る
。

治
療
学
の
基
本
は
ョ
ハ
ン
ニ
チ
ウ
ス
の
著
書
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
ロ
○
口
目
里
昌
巴
の
の
養
生
法
、
薬
物
、
外
科
の
三
つ
に
あ
る
。
そ

の
う
ち
の
ロ
○
国
目
自
国
房
の
養
生
法
の
内
容
は
、
近
代
看
護
学
で
教
え

ら
れ
る
看
護
方
法
と
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
現
代
ア
メ
リ
カ
の
看

護
理
論
家
ロ
ジ
ャ
ー
ス
は
看
護
を
「
非
侵
襲
的
治
療
様
式
」
に
関
与
す

る
も
の
と
と
ら
え
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
一
つ
の
仮
説
と
し
て
、
治
療
学
か
ら
看
護
学
が
分

離
し
、
独
立
し
た
学
問
に
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

（
平
成
五
年
四
月
例
会
）

中
国
伝
統
医
学
の
蔵
府
観
は
謎
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
三
焦
・
心
包

は
有
名
無
形
の
蔵
府
と
い
わ
れ
、
現
代
医
学
の
ど
の
臓
腋
に
比
定
す
れ

ば
よ
い
の
か
、
今
も
っ
て
確
た
る
見
解
を
得
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

中
国
伝
統
医
学
の
「
脾
」
は
、
現
代
医
学
の
膵
臓
に
該
当
す
る
と
か
膵

臓
と
脾
臓
を
併
せ
て
い
る
な
ど
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
中

国
伝
統
医
学
の
蔵
府
観
は
、
相
変
わ
ら
ず
未
解
明
の
部
分
が
多
い
。

一
般
的
に
言
っ
て
「
文
献
中
に
見
え
る
五
蔵
の
機
能
と
現
代
医
学
に

船
け
る
諸
臓
器
の
機
能
と
を
対
照
す
る
と
、
肝
・
心
・
肺
・
腎
に
つ
い

て
は
略
ぽ
現
代
の
肝
臓
・
心
臓
・
肺
臓
・
腎
臓
と
同
じ
も
の
と
み
な
す

（
一
一
一
）

こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
の
が
最
も
妥
当
ら
し
い
見
解
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
中
国
伝
統
医
学
の
経
典
と
も
い
え
る
『
素
問
」
・
「
霊
枢
」

な
ど
の
記
載
を
み
て
み
る
と
、
本
当
に
中
国
伝
統
医
学
の
五
蔵
が
現
代

医
学
で
い
う
臓
器
と
み
な
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
と
迷
っ
て
し
ま
う
。

次
の
い
い
か
た
も
あ
る
。
「
肺
と
い
う
「
臓
」
は
、
肺
葉
を
も
つ
臓
器

だ
け
で
は
な
く
手
太
陰
肺
経
が
流
れ
る
身
体
す
べ
て
の
領
域
を
指
す
概

念
で
あ
る
。
営
・
衛
の
気
や
脈
動
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
れ
ば
、
皮
膚

や
心
臓
や
胄
胴
と
の
関
係
性
な
ど
も
、
肺
臓
と
い
う
巨
大
な
シ
ス
テ
ム

の
う
ち
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
様
に
腎
臓
と
い
え
ば
、
空
豆

状
の
臓
器
ば
か
り
か
、
脳
、
脊
髄
、
多
く
の
経
絡
を
含
む
一
大
シ
ス
テ

中
国
伝
統
医
学
の
蔵
府
を
考
え
る

（
一
）
（
｜
｜
）

ｌ
肝
と
肝
臓
Ｅ
く
里
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に二Z
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ム
を
指
し
て
い
る
。
近
代
西
欧
医
学
に
な
い
も
の
と
し
て
指
弾
さ
れ
る

脾
臓
に
つ
い
て
い
え
ば
、
形
体
や
位
置
・
主
機
能
か
ら
膵
臓
に
比
定
さ

れ
る
に
し
て
も
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
十
二
指
腸
や
冑
機
能
、
さ
ま
ざ

（
閂
）

ま
な
内
分
泌
機
能
を
含
め
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
」
。

そ
こ
で
、
五
蔵
の
中
か
ら
、
「
肝
」
を
取
り
上
げ
、
現
代
の
「
肝
臓
」

と
ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
が
あ
る
の
か
を
病
証
を
材
料
に
検
討
し
て
み

た
。
中
国
伝
統
医
学
で
い
う
「
肝
」
の
シ
ス
テ
ム
は
「
肝
」
を
中
心
に

し
て
「
胆
・
目
・
足
厭
陰
肝
経
・
筋
・
怒
」
な
ど
関
連
し
て
い
る
が
、

「
肝
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
中
心
に
あ
る
「
肝
」
と
い
う
蔵
は
「
肝
臓
」

と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

肝
炎
や
肝
硬
変
な
ど
の
「
肝
臓
」
の
病
証
と
比
較
し
た
「
肝
」
病
証

は
次
の
よ
う
な
記
述
で
あ
る
。

①
「
霊
枢
』
経
脈
篇
の
足
厭
陰
肝
経
の
経
脈
病
証

②
足
厭
陰
肝
経
の
経
穴
の
主
治
症

③
そ
の
他
「
内
経
」
に
散
在
し
て
い
る
「
肝
」
病
証

た
と
え
ば
①
の
病
証
を
見
て
み
る
と
、

是
動
病
ｌ
腰
痛
不
可
以
悦
仰
・
丈
夫
瘡
痂
・
婦
人
少
腹
腫
・
甚
則

晦
乾
・
面
塵
脱
色

所
生
病
ｌ
胸
満
・
嘔
逆
・
喰
泄
・
狐
疵
・
遺
溺
・
閉
涯

と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
で
明
ら
か
に
「
肝
臓
」
病
証
と
思
わ

れ
る
も
の
は
「
胸
満
・
嘔
逆
・
喰
泄
」
で
あ
る
が
、
逆
に
い
え
ば
「
肝

臓
」
病
証
の
「
倦
怠
感
・
発
熱
・
頭
痛
」
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

の
が
知
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
②
や
③
を
み
て
み
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
。

森
鴎
外
（
一
八
六
二
～
一
九
二
二
）
は
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
、
念

願
の
洋
行
を
実
現
す
る
。
陸
軍
二
等
軍
医
の
地
位
で
陸
軍
衛
生
制
度
調

査
お
よ
び
軍
陣
衛
生
学
研
究
の
た
め
ド
イ
ツ
留
学
を
命
じ
ら
れ
た
。

日
本
が
ド
イ
ツ
医
学
に
範
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
に
は
、
明
治

二
年
一
月
二
十
三
日
、
行
政
官
よ
り
医
学
校
取
調
の
事
を
命
ぜ
ら
れ
た

中
国
伝
統
医
学
で
い
う
「
肝
」
は
、
「
肝
臓
」
と
あ
る
程
度
か
か
わ
り

が
あ
る
が
、
ま
っ
た
く
別
の
も
の
を
想
定
し
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
の

こ
と
は
心
包
・
三
焦
が
「
無
形
」
で
あ
る
こ
と
と
も
関
わ
っ
て
い
る
。

今
回
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
中
国
伝
統
医
学
の
「
冑
」
は
「
胄
聾
○
白
四
ｇ
」

に
相
当
し
な
い
な
ど
を
含
め
て
も
、
中
国
伝
統
医
学
の
蔵
府
観
は
、
現

代
医
学
の
臓
肺
観
か
ら
切
り
離
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

毎
汪
】

（
一
）
（
二
）
両
者
を
区
別
す
る
た
め
に
、
中
国
伝
統
医
学
の
蔵
府
に
は
「
蔵
」
を

つ
け
ず
、
現
代
医
学
の
臓
朏
の
場
合
「
臓
」
を
つ
け
た
。

（
三
）
林
克
「
五
臓
の
五
行
配
当
に
つ
い
て
’
五
行
説
研
究
そ
の
こ
『
中
国

思
想
史
研
究
』
第
六
号
、
二
七
頁
、
一
九
八
四
。

（
四
）
石
田
秀
実
一
中
国
医
学
思
想
史
三
三
四
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
東
京
、

一
九
九
二
・

（
平
成
五
年
四
月
例
会
）

森
鴎
外
と
医
学
留
学
生
た
ち
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